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◇
第
２
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会
開
催 

 

  

去
る
二
月
五
日
、
六
日
、
高
岡
教
区
布
教
団
の
担
当
に
よ
り

「
高
校
生
の
声
か
ら
『
人
々
の
苦
悩
に
応
え
る
法
話
』
を
考
え

る
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
第
２
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
連
区
内
６
教
区
か
ら
四
十
五
才
未
満
の
青
年
布
教
使
ら

三
十
名
が
参
加
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
三

年
前
よ
り
高
岡
龍
谷
高
校
で
行
っ
て
き
た
「
青
年
布
教
使
大
会
」

で
の
経
験
と
課
題
を
、
他
の
青
年
布
教
使
と
共
有
す
る
な
か
か

ら
自
己
研
鑽
に
つ
な
げ
よ
う
と
の
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
。 

 

今
回
は
、
実
際
に

出
講
し
た
伏
間
彰

彦
さ
ん
（
射
水
組
妙

万
寺
）
が
、
そ
の
感

想
と
高
校
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
を

自
己
分
析
の
形
で

発
表
、
そ
の
問
題
提

起
を
も
と
に
話
し

合
い
を
行
っ
た
。
話

し
合
い
で
は
、
「
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
『
分

か
り
や
す
か
っ
た
』

と
い
う
意
見
が
多
い
が
『
分
か
ら
な
い
』
と
い
う
声
こ
そ
大

事
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
」
「
高
校
生
は
法
話
に

対
し
て
無
関
心
な
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
話
を
聞
い
て
理

解
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
高
校
生
へ
の
法
話
は
そ
の
内
容

と
質
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
」「
仏
さ
ま
の
慈
悲
を
『
親
心
』
を

例
え
と
し
て
話
し
て
い
る
が
、
高
校
生
の
『
親
子
関
係
』
の

現
実
に
対
し
て
無
意
識
で
あ
る
こ
と
は
問
題
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。 

 

話
し
合
い
を
受
け
た
講
義
で
は
、
講
師
の
脇
谷
暁
融
さ
ん

（
連
研
中
央
講
師
・
北
海
道
教
区
）
よ
り
「
自
分
の
得
た
知

識
の
な
か
で
『
正
解
の
答
』
を
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
僧
侶
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
一
人
一
人
の
苦
悩
に
感
じ
反
応
（
感
応
）

し
て
い
く
こ
と
、
相
手
に
対
し
て
の
想
像
力
が
大
事
」「
高
校

生
が
抱
え
る
い
じ
め
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
格
差
、
虐

待
に
潜
む
構
造
的
な
差
別
を
見
抜
く
こ
と
、
同
朋
運
動
の
視

点
が
求
め
ら
れ
る
」
と
の
助
言
が
な
さ
れ
た
。
高
岡
教
区
布

教
団
で
は
、
今
回
の
成
果
を
次
年
度
の
諸
活
動
に
繋
げ
た
い

と
し
て
い
る
。 

 

 

☆
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
義
援
金
送
金
の
ご
報
告 

昨
年
末
、
北
海
道
教
務
所
宛
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
義

援
金
、
八
十
五
万
千
四
百
十
八
円
を
送
金
し
、
同
封
の
お
礼

状
が
届
い
て
お
り
ま
す
こ
と
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 高
岡
教
区 
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◆
ま
こ
と
の
保
育
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る 

一
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
か
ら
教

区
保
育
連
盟
（
中
西
智
浩
理
事
長
）
の

加
盟
園
に
所
属
す
る
保
育
士
及
び
教
諭

八
十
一
名
が
ま
こ
と
の
保
育
研
修
会
に

参
加
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
法
話
等
の

仏
教
に
関
す
る
お
話
を
聞
く
機
会
が
欲

し
い
と
い
う
仏
教
保
育
園
や
幼
稚
園
の

先
生
方
の
声
を
受
け
て
開
催
さ
れ
、
法

話
中
心
の
研
修
会
が
年
二
回
行
わ
れ
て

い
る
。
今
年
度
二
回
目
の
研
修
会
は
、

教
区
内
僧
侶
が
結
成
し
た
四
人
組
音
楽

バ
ン
ド
“
Ｂ
Ｏ
Ｎ
３
”
に
よ
る
演
奏
と

法
話
が
行
わ
れ
た
。 

 

始
め
に
各
園
が
持
ち
回
り
で
行
っ
て

い
る
仏
参
は
、
マ
ヤ
保
育
園
（
冨
樫
行
慶

園
長
）
の
先
生
方
が
献
灯
・
献
華
・
献
香

や
お
勤
め
を
行
っ
た
。（
写
真
） 

 

そ
の
後
研
修
会
に
入
り
、
仏
教
讃
歌
や

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
楽
曲
等
一
度
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
、
合
間

に
杉
谷
淳
志
さ
ん
（
川
上
組
瑞
泉
寺
住

職
）
が
お
話
し
さ
れ
る
法
話
に
参
加
者
一

同
は
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で

も
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
（
ユ
ダ
ヤ
人
）
の
伝
説

に
あ
る
、
神
の
館
に
あ
る
魂
の
住
む
部

屋
、
ガ
フ
の
部
屋
（
ガ
フ
の
へ
や
）
の
話
や
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
で
有
名
な
「
Ｌ

ｅ
ｔ 

ｉ
ｔ 

ｂ
ｅ
．」
制
作
に
ま
つ
わ
る
作
者
の
母
、
マ
ザ
ー
メ
ア
リ
ー
の

言
葉
「
あ
な
た
は
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
」
等
、
浄
土
真
宗
の
方
々
の
言
葉
で

は
な
い
が
真
宗
的
な
言
葉
を
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
阿
弥
陀
様
の
お
話
で
は
、

気
づ
き
の
光
を
く
だ
さ
る
仏
さ
ま
は
生
き
方
を
強
要
し
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
。 

 

次
年
度
も
年
二
回
の
研
修
会
を
開
催
し
、
法
話
を
中
心
と
し
た
研
修
を
行

う
予
定
で
あ
る
。 

★
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
新
年
会
開
催 

 

去
る
一
月
二
十
九
日
（
火
）、
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
高
岡
に
お
い
て
高
岡
教
区
仏
教

婦
人
会
連
盟
新
年
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓

を
含
め
八
十
八
名
の
参
加
者
が
交
流
を

深
め
た
。 

 

は
じ
め
に
全
員
で
讃
仏
偈
を
お
勤
め

し
た
後
、
西
岡
孝
了
教
務
所
長
の
法
話
が

あ
り
、
親
鸞
聖
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
際
に

娘
の
覚
信
尼
が
往
生
の
成
否
を
め
ぐ
っ

て
母
の
恵
信
尼
と
手
紙
の
や
り
と
り
を

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ
「
『
本
当

に
父
は
往
生
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
』
と
不

審
が
る
娘
に
対
し
、
恵
信
尼
さ
ま
は
『
間

違
い
な
く
往
生
さ
れ
て
い
ま
す
』
と
即
答

さ
れ
ま
し
た
」
「
当
時
は
臨
終
の
際
に
阿

弥
陀
如
来
が
迎
え
に
来
る
と
い
う
『
臨
終

来
迎
』
と
い
う
考
え
方
が
常
識
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
覚
信
尼
さ
ん
は
普
通
の
亡
く
な

り
方
を
し
た
親
鸞
聖
人
の
往
生
に
疑
問
を
抱
い
た
わ
け
で
す
が
、『
臨
終
の
良

し
悪
し
な
ど
は
関
係
な
い
』
と
い
う
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
恵
信
尼
さ
ま
は
深

く
理
解
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
お
答
え
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
」「
恵
信
尼
さ

ま
は
た
だ
親
鸞
聖
人
に
付
き
従
う
人
で
は
な
く
、
優
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
ま
し
た
」
と
、
親
鸞
聖
人
の
偉
大
な
業
績
も
恵
信
尼
の
存
在
な
し
に
は
成
し

え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
、
家
庭
に
お
け
る
女
性
の
力
は
そ
れ
く
ら

い
重
要
で
あ
り
現
代
の
家
庭
に
お
い
て
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
と
会
員
を
激

励
し
た
。 

 

続
い
て
催
さ
れ
た
宴
席
で
は
余
興
の
ト
ィ
ン
ク
ル
ス
タ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
が
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
読

み
上
げ
ら
れ
る
数
字
に
参
加
者
は
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
交
流
を
楽
し
ん
だ
。 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

第
二
回
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
中
央
委
員
会
報
告 

一
月
二
十
五
日
、
本
願
寺
伝
道
本
部
に
お
い
て
、
二
〇
一
八
年
度
第
二
回
「
御
同
朋
の
社
会

を
め
ざ
す
運
動
」
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
央
委
員
会
は
、
宗
務
機
関
、
宗
門
関
係
団
体
、
教
区
・
特
区
委
員
会
を
代
表
す
る
五
十
人

以
内
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、
実
践
運
動
の
総
合
計
画
及
び
年
度
ご
と
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
計
画
を
含
む
実
践
運
動
全
体
の
成
果
を
点
検
・
総
括
し
、
ま
た
、｢

意
見
具
申｣

及
び
一
般

社
会
の
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
が
主
な
所
掌
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
報
告
事
項
は
、
①
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）・
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、
②
「
宗
門
総
合
振
興
計
画
事
業
内
容
⑧
」
に
か
か
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
③
今
後
の
中
央
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
協
議
事
項
は
、
①
「
意
見
具
申
」

に
つ
い
て
、
②
次
期
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
総
合
基
本
計
画
・
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
で
し
た
。 

報
告
・
協
議
の
中
心
は
、
宗
門
総
合
振
興
計
画
事
業
内
容
⑧
「
10
年
、
20
年
後
の
日
本
社

会
で
求
め
ら
れ
る
僧
侶
像
・
寺
院
像
を
専
門
家
の
知
見
も
得
な
が
ら
見
定
め
、
現
場
で
信
頼
さ

れ
る
僧
侶
・
教
師
・
住
職
・
布
教
使
・
特
別
法
務
員
及
び
坊
守
の
育
成
体
系
の
創
出
と
徹
底
を

図
る
」
に
関
わ
る
も
の
で
し
た
。
僧
侶
養
成
部
か
ら
の
僧
侶
育
成
体
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

設
置
（
二
〇
一
五
年
七
月
）
以
降
の
取
り
組
み
経
過
（
時
系
列
）
報
告
の
な
か
で
、『
「
10
年
、

20
年
後
の
日
本
社
会
で
求
め
ら
れ
る
僧
侶
、
教
師
、
住
職
、
布
教
使
、
特
別
法
務
員
及
び
坊

守
の
育
成
体
系
創
出
に
か
か
る
具
体
策
」
の
推
進
に
関
す
る
第
一
次
答
申
』
に
基
づ
く
取
り
組

み
の
方
向
性
に
つ
い
て
、「
僧
侶
」
養
成
（
得
度
習
礼
等
）
は
二
〇
二
〇
年
度
、「
教
師
」
養
成

（
教
師
教
修
等
）、「
布
教
使
」
養
成
（
布
教
使
課
程
等
）
は
二
〇
二
一
年
度
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
新

養
成
シ
ス
テ
ム
の
も
と
実
施
す
る
こ
と
が
新
た
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
の
後
、
時
間
を
か
け

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

高
岡
教
区
が
今
回
提
出
し
た
『
意
見
具
申
』（
別
紙
添
付
）
は
、
ま
さ
に
こ
の
養
成
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
方
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
意
見
具
申
』
の
内
容
に
つ
い
て
補
足
説
明
し
た
後
、

再
度
口
頭
に
て
質
問
と
意
見
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。「
新
養
成
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
決
定
事
項

な
の
か
？
」「
公
開
性
と
公
共
性
を
伴
う
全
宗
門
的
な
協
議
が
不
十
分
で
は
な
い
の
か
？
」「
僧

侶
・
布
教
使
へ
の
管
理
と
統
制
の
強
化
と
も
取
れ
る
改
定
は
、『
宗
派
当
局
の
許
認
可
権
の
拡

大
』
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
？
」
等
の
質
問
に
対
し
て
は
、
僧
侶
養
成
部
長
よ
り
「『
宗

報
』
で
の
情
報
公
開
や
公
聴
会
で
の
意
見
聴
取
な
ど
手
続
き
は
踏
ん
で
い
る
」「
得
度
審
査
会
、

教
師
資
格
審
査
会
、
布
教
使
資
格
審
査
会
を
設
置
し
、
判
定
基
準
に
基
づ
き
合
否(

可
否)

を
判

断
す
る
の
で
、
総
局
の
許
認
可
権
の
拡
大
に
は
な
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
か
ら
「
審
査
会
の
メ
ン
バ
ー
は
誰
な
の
か
？
」
と
の
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
僧
侶
養
成

部
長
か
ら
は
「
ま
だ
誰
か
は
言
え
な
い
が
、
メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
慎
重
に
行
う
」
と
の
返
答
の

み
で
、
具
体
的
な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
回
、
福
岡
教
区
か
ら
も
二
つ
の
『
意
見
具
申
』
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。「
新
天
皇
の
即
位
・

大
嘗
祭
に
対
し
て
、
政
教
分
離
原
則
を
構
築
す
る
立
場
か
ら
、
宗
門
と
し
て
の
反
対
声
明
を
求

め
る
」
意
見
具
申
に
対
し
て
は
、
総
合
研
究
所
長
よ
り
「
宗
門
内
の
議
論
を
喚
起
す
る
こ
と
は

必
要
で
あ
る
が
、
宗
門
全
体
と
し
て
反
対
声
明
を
出
す
必
要
は
な
い
」
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
は
「
法
的
に
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
教
え
に

生
き
る
こ
と
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
」「
宗
門
と
し
て
意
思
表
示
す
る
こ
と
が
何
故

そ
ん
な
に
難
し
い
の
か
が
理
解
で
き
な
い
」
な
ど
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
宗
門

を
あ
げ
て
性
的
少
数
者(

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ)

へ
の
差
別
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
」
意
見
具

申
に
対
し
て
は
、
社
会
部
人
権
問
題
担
当
よ
り
「
人
権
啓
発
推
進
僧
侶
研
修
会
の
研
修
課
題
に

も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
宗
門
全
体
と
し
て
学
び
を
深
め
て
い
く
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

中
央
委
員
会
に
出
席
し
て
毎
回
感
じ
る
の
は
、
教
団
の
運
動
の
あ
り
方
を
点
検
・
総
括
す
る

場
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
中
央
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
教
団
の

運
動
体
制
が
抱
え
る
最
も
深
刻
な
課
題
と
い
え
ま
す
。
寺
院
・
組
・
教
区
の
現
場
か
ら
の
声
が

直
接
反
映
さ
れ
な
い
教
団
運
営
の
あ
り
方
が
、「
結
論
あ
り
き
」「
お
手
盛
り
」
と
の
印
象
を
与

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
中
央
委
員
会
の
運
営
の
正
常
化
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

【
高
岡
教
区
委
員
会
副
委
員
長
・
中
央
委
員
会
委
員 

林 

史
樹
】 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

 

◎２／23（土）：那須 英信氏 

（本願寺派布教使・広島県善正寺住職） 

「はからいからおまかせへ」  

□２／24（日）：寺西 良夫氏 

                （高岡教区） 

◎３／２（土）：那須 英信氏 

（本願寺派布教使・広島県善正寺住職） 

「未   定 」  

◎３／９（土）：増田 廣樹氏 

（本願寺派布教使・茨城県清心寺衆徒） 

「意 味 と価 値 」  

◎３／10（日）：未   定 

                （富山教区） 

◎３／16（土）：増田 廣樹氏 

（本願寺派布教使・茨城県清心寺衆徒） 

「未   定 」  

◎３／23（土）：増田 廣樹氏 

（本願寺派布教使・茨城県清心寺衆徒） 

「未   定 」  

 

【西本願寺高岡会館３月の常例法座】 

ご講師：梅 本 洪 道 氏 

（高岡教区氷見西組教西寺） 

ご講題：『 未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どうぞ

お誘いあわせてお参りください。  

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（2/16～3/15）◇  

 ２月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

16 

18 

 

19 

 

21 

24 

25 

26 

27 

 

 

３月 

１ 

４ 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

 

 

 

臨時教区会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常備会 

組主幹協議会 

財団理事会・評議員会 

常例法座 

 

門徒推進員研修協議会 

管区支部打合せ～19 

（石川） 

連区職員研修～20（石川） 

仏青中央研修～20（本山） 

 

仏壮ボウリング大会 

仏婦執行部会 

連研のための研修会 

寺女第３回研修会 

長寿苑ビハーラ活動 

 

 

ビハーラ高岡役員会 

第１B総代研修会（会館） 

第３B総代研修会（クロス

ランドホテル） 

第４B総代研修会（ひみの

はな） 

富山龍谷教学会議研修会

役員会 

第２B総代研修会（大門総

合会館） 

 

 

 

 

仏婦常任委員会 

 

     

     

☆ご報告☆ 

会館ロビーに排煙装置が設置されました 
 

 １月２２日、会館ロビーにタバコ排煙装置が設

置されました。ご芳志をお寄せいただきました皆

さまに厚く御礼申しあげます。 

 

「財団」理事長 西岡孝雄 


